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農地農業用施設災害復旧事業の
自然環境保全に配慮した工法

新潟県土地改良事業団体連合会

技術部情報課 加藤 稔

１．自然環境の保全に配慮した工法の採用基準

(1)被災施設が環境に配慮した工法により施工され
ている場合。

(2) 自然環境,歴史的風土,文化財等に関する法令に
より,災害復旧事業の行為に制限を受ける場合。

(3)被災施設の上下流又は隣接する施設で環境に
配慮した施工が行われており、これらの施設との
連続性を保つ必要がある場合。

(4)被災施設付近において、絶滅のおそれのある野
生動植物の種等の貴重な動植物の棲息・生育が
確認されている場合。
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(1)被災施設が環境に配慮した工法により施工されて
いる場合

復旧工法③

復旧箇所（残すべき環境に配慮すべ
き要素）

②

原形（被災前に環境に配慮していた
要素）

①

説 明項 目

(2) 自然環境,歴史的風土,文化財等に関する法令によ
り,災害復旧事業の行為に制限を受ける場合

復旧箇所（残すべき環境に配慮すべ
き要素）

③

復旧工法④

現場状況

・歴史的風土の名称

・文化財の名称

・公園等（国立,国定,都道府県等）

②

根拠法令（災害復旧事業の行為を
制限する法令名）

①

説 明項 目
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(3)被災施設の上下流又は隣接する施設で環境に配
慮した施工が行われており、これらの施設との連続
性を保つ必要がある場合

復旧箇所（残すべき環境に配慮すべ
き要素）

③

復旧工法④

被災箇所付近の構造物

・隣接構造物 ・上下流構造物

②

環境に配慮した場所と連続性を保つ
必要性

①

説 明項 目

(4)被災施設付近において、絶滅のおそれのある野生
動植物の種等の貴重な動植物の棲息・生育が確認
されている場合

効果（どのような効果が見込まれるか？）④

復旧箇所（残すべき環境に配慮すべ
き要素）

③

復旧工法⑤

動植物の種

・動植物の名称 ・指定状況

②

天然記念物

レッドデータ

自然公園法
の指定植物

「絶滅の恐れのある野生動物植物
の種の保存に関する法律」で指定さ
れた種であるか？

①

説 明項 目
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２．自然環境の保全に配慮した標準的な工法
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石積工・石張工（法面・護岸）

木工沈床工（頭首工） ・竹柵工，ソダ工（法面）
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魚道工（頭首工） ・２面張水路工（水路）

魚巣ブロック（水路） ・ホタルブロック（水路）
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小動物の昇降階段等（道路・水路）

植生工（法面）・植生ブロック積工（法面）
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実は一般的な工法で環境配慮を行っている。

①土水路（原形が土水路）

原形復旧（被災直前の状態に復旧）が基本であ

るため、被災前が土水路の場合は土水路で復旧。

（ただし、フリューム水路復旧の場合もあり）

②ふとん籠（原形が土羽法面）

原形が土羽法面でも、法尻にふとん籠１～３段を

配置して復旧されることが多い。ふとん籠の施工

により多孔質空間が生まれる。

実は一般的な工法で環境配慮を行っている。
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③大型ふとん籠や片法枠（原形が土羽法面）
多孔質空間が生まれる。

実は一般的な工法で環境配慮を行っている。

• 災害復旧計画概要書を作成する時間は、災害発生
後、約３０日しかないので、生物調査をする時間およ
び時期が限られる。（採用基準 (3)，(4)の場合）

• 災害復旧工事費は、農家の個人負担（数万～数十万
円）があるので、環境配慮について関係農家の同意
が必要。できれば、環境配慮のための工事負担金は
市町村が負担した方が良い。

• 災害の多い中山間地では、特に基幹的農業従事者
の高齢化と後継者不足が進み、農業を続けることが
困難となっている （農業の担い手が絶滅危惧状態） 。

３．災害復旧事業実施上の主な課題
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災害復旧事業手続きの流れ
災害発生

県知事が災害発生後２１日以内に農政局長へ報告

被害報告

県知事が災害発生後６０日以内に農政局長へ提出

災害復旧計画書の提出

応急仮工事または応急本工事

災害査定

事業費の決定 補助金の交付 工事着手

災害復旧計画概要書を作成する時間は
約３０日程度しかない！！

• 中山間地の基幹的農業従事者の内、７割が６
５歳以上、 １０年後には６５歳以上が９割に！

• 耕地面積２haの年間農業所得額は１００万円

程度。 年間所得額５００万の息子（４０歳代
サラリーマン）が農業後継者になりますか？

農業の担い手が絶滅しつつある！！

高齢の後継者が農業を安全に安心して軽労働で行える
田んぼや水路や道路が必要。

後継者
は？

６０歳代の
後継者急増
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４．自然環境の保全に配慮した施設とは

【農業を続けるための生産環境への配慮】
農業を安全に安心して軽労働で行える田んぼや水路や
道路である。

【動植物の生息生育環境への配慮】
動植物の生息生育環境に配慮した田んぼや水路や
道路である。

＋

＝
【自然環境の保全に配慮】

農業の営み中で、無理なく維持管理できる環境配慮
施設である。

５．中山間地農業の水環境保全機能

• 用水路やため池の水環境保全
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• 冬季湛水田による水環境保全

６．山間用水路の水環境配慮施設の例

保全対象種
①ヤマアカガエル（移動経路、脱出経路、浅い止水域（滞水域）、水底の泥が必要）
②ツチガエル（移動経路、脱出経路、浅い止水域（滞水域）、水底の泥が必要）
③クロサンショウウオ（移動経路、脱出経路、滞水域が必要）

④オニヤンマ（水底の泥砂がある小川のような環境が必要）
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①除草面積を少なくし農薬をなるべく使わない。

［５割減農薬５割減化学肥料の実施］

②有機肥料による土づくりの励行。

［環境保全型農業の実施］

～～～ おしまい ～～～
ご清聴ありがとうございました。

７．その他の中山間地農業環境保全対策


